
改正前 改正後

第４条　【大会役員】 第４条　【大会役員】

(8) 集計員 (8) 審査集計員

第５条　【出場資格・カテゴリー】 第５条　【出場資格・カテゴリー】

(2) (2)

② カテゴリーは以下のとおりとする。 ② カテゴリーは以下のとおりとする。

Ⅱ Ⅱ

【追加】

(3) ジャパンオープンボディビル・フィットネス選手権大会 (3) ジャパンオープン選手権大会

③ ミスボディフィットネス ③ ミスボディフィットネス

【追加】

カテゴリーはオーバーオールとする。 カテゴリーはオーバーオールとする。

④ ミスフィットネス ④ ミスフィットネス

【追加】

カテゴリーはオーバーオールとする。 カテゴリーはオーバーオールとする。

(5) (5) 日本マスターズ選手権大会

② カテゴリーは以下のとおりとする。 ② カテゴリーは以下のとおりとする。

Ⅰ 男子マスターズ

ⅰ．４０才以上７０㎏級 ⅰ．４０才以上級

　　 ４０才以上７０㎏超級

ⅱ．５０才以上級 ⅱ．５０才以上７０ｋｇ以下級

　　 ５０才以上７０ｋｇ超級

Ⅱ 女子フィジーク

(7) オールジャパンミスフィットネス選手権大会 (7)

　オールジャパンメンズフィットネス選手権大会

【追加】 ③

(8) オールジャパン・ミスボディフィットネス選手権大会 (8) オールジャパン・ミスボディフィットネス選手権大会 

【追加】 ③

選手権大会実施規程の新旧対比表

大会開催年の12月31日現在、50才以上59才
以下の者。

　大会開催年の12月31日現在、40才以上49才
以下の者。

　大会開催年の12月31日現在、50才以上59才
　以下の者。

審査はピックアップ、パフォーマンス、クォーター
ターンの３ラウンドで行われる。

予選の審査点で決勝進出者６名を決定し、最終
順位は決勝の審査点のみで決定する。

オールジャパン・ミスボディフィットネス選手権及び
ジャパンオープン選手権で優勝経験の無い者。

オールジャパン・ミスボディフィットネス選手権及び
ジャパンオープン選手権で優勝経験の無い者。

※審査はピックアップとクォーターターンの２ラウ
ンドで行われる。

オールジャパン・ミスフィットネス選手権及びジャ
パンオープン選手権で優勝経験の無い者。

オールジャパン・ミスフィットネス選手権及びジャ
パンオープン選手権で優勝経験の無い者。

※審査はピックアップ、パフォーマンス、クォーター
ターンの３ラウンドで行われる。

日本マスターズ男子ボディビル・女子フィジーク選手
権大会

　大会開催年の12月31日現在、40才以上49才
　以下の者。

男子ボディビル

女子フィジーク

オールジャパンミス／メンズフィットネス選手権大会

日本クラス別男子ボディビル選手権大会
日本クラス別女子フィジーク選手権大会

日本クラス別男子ボディビル選手権大会
日本クラス別女子フィジーク選手権大会

※予選の審査点で決勝進出者６名を決定し、最
終順位は決勝の審査点のみで決定する。

女子フィジークは、１５８ｃｍ以下級、１６３ｃｍ以
下級、１６３ｃｍ超級の３カテゴリーとする。

女子フィジークは、１５８ｃｍ以下級、１６３ｃｍ以
下級、１６３ｃｍ超級の３カテゴリーとする。
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改正前 改正後

選手権大会実施規程の新旧対比表

(10) 全国高校生ボディビル選手権大会 (10) 全国高校生ボディビル選手権大会

(12) オールジャパン・メンズフィジーク選手権大会 (12) オールジャパン・メンズフィジーク選手権大会

④ ④

【追加】 ⑤

⑥

(13) オールジャパン・フィットネスビキニ選手権大会 (13) オールジャパン・フィットネスビキニ選手権大会

【追加】 ⑤

⑥

第６条　【オープン大会】 第６条　【オープン大会】

第１１条　【コスチューム】 第１１条　【コスチューム・ラウンド】

4. 4.

(1) 女子フィジーク (1) 女子フィジーク

① コスチューム ① コスチューム

Ⅱ 生地の種類は自由 Ⅱ

Ⅲ Ⅲ

生地の種類は自由だが、シースルー的なイ
メージの布地は不可。

石など付けることは可能だが、布面積の半分
以下でなければならない。

石など付けることは可能だが、布面積の1/2程
度にすること。但し、ブラの紐部分に付けたり、
コネクターの使用は不可とする。

本連盟登録選手（申込時の登録可）で、下記の全て
の条件を満たしている者で国籍は問わない。尚、本
大会の上位６名は、同日開催の日本ジュニアボディ
ビル選手権大会に出場しなければならない。

　本連盟登録選手（申込時の登録可）で、下記の全
ての条件を満たしている者。尚、国籍は問わない。

　実施する場合は、男子ボディビル・女子フィジーク・
健康美・フィットネス系全ての競技についてオープン
カテゴリーとし、ＪＢＢＦルールに準じた地方連盟方式
で実施するものとする。

予選の審査点で決勝進出者６名を決定し、最終
順位は決勝の審査点のみで決定する。

カテゴリーは、４０才以下級①１６８cm以下級、②
１７２cm以下級、③１７６cm以下級、④１７６cm超
級の４クラス、４０才超級①１７２ｃｍ以下級、②１
72cm超級の２クラスとする。

地方連盟で開催するオープン大会はJBBF公認と
して実施する。 この出場資格は主催連盟と審査
委員会で協議する。

各カテゴリーのコスチューム等は、原則として次のと
おりとする。

　男子ボディビル選手は本連盟マーク入り公認トラン
クスを、女子フィジーク選手は本連盟マーク入り公認
ビキニもしくは女子フィジーク規定のビキニを着用す
ること。 フィットネスビキニ・ミスフィットネス・ミスボ
ディフィットネス・メンズフィジークの選手は、各カテゴ
リーのルールに定められた水着を着用すること。

男子ボディビル選手は本連盟マーク入り公認トラン
クスを、女子フィジーク選手は本連盟マーク入り公認
ビキニもしくは女子フィジーク規定のビキニを着用す
ること。 フィットネスビキニ・ミスフィットネス・メンズ
フィットネス・ミスボディフィットネス・メンズフィジーク
の選手は、各カテゴリーのルールに定められた水着
を着用すること。

地方連盟で開催するオープン大会はJBBF公認と
して実施する。 この出場資格は主催連盟と審査
委員会で協議する。

各カテゴリーのコスチューム及びラウンド等は、原則
として次のとおりとする。

ブロックが実施するオープン大会のカテゴリーは、
メンズフィジークとフィットネスビキニについてのみと
するが、府県連盟が実施する場合は、すべてのカテ
ゴリーで実施することが出来る。但し、ＪＢＢＦルール
に準じた地方連盟方式で実施し、選手権大会とは言
わず、〇〇オープン大会とする。

カテゴリーは、１６８cm以下級、１７２cm以下級、１
７６cm以下級、１７６cm超級とする。

予選の審査点で決勝進出者６名を決定し、最終
順位は決勝の審査点のみで決定する。
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改正前 改正後

選手権大会実施規程の新旧対比表

Ⅳ Ⅳ

③ アクセサリー ③ アクセサリー（大振りの物は不可）

Ⅰ Ⅰ

Ⅱ Ⅱ

④ ヘアースタイル ④ ヘアースタイル

Ⅰ 清潔できちんとスタイリングされていること。 Ⅰ

(2) ミスボディフィットネス (2) ミスボディフィットネス

① コスチューム ① コスチューム

Ⅰ Ⅰ

Ⅳ Ⅳ

【追加】

② 履物 ② 履物

Ⅰ Ⅰ

Ⅱ Ⅱ

③ アクセサリー ③ アクセサリー

Ⅰ ピックアップ・・・・ 不可 Ⅰ

Ⅱ 【削除】

【追加】 Ⅱ

④ ヘアースタイル ④ ヘアースタイル

Ⅱ 黒ビキニ審査では髪を肩にかけないこと。 【削除】

⑤ ラウンド ⑤ ラウンド

Ⅱ ラウンド１（予選）・・・カラービキニ Ⅱ

ネックレス・バングル・ヘソピアス等の身体のラ
インに影響のあるの物は不可

ネックレス・バングル・ヘソピアス等の身体のラ
インに影響のあるの物は不可。結婚指輪は
可。

清潔できちんとスタイリングされていること。髪
飾りについてはとくに制限しない。

本連盟公認水着なら、予選と決勝で変えること
は可。 表彰式は決勝と同じもの。 シースルー
的なイメージの布地は不可

本連盟公認水着なら、予選と決勝で変えること
は可能。但し、 表彰式は決勝と同じものに限
る。

決勝及び表彰式のみ小ぶりなピアス・ブレス
レットは可

決勝及び表彰式では、顎のラインを超えないピ
アス・イアリング及びブレスレットの着用は可。
但し、ブレスレットは一連二連は問わないが、
合わせた幅が2cm以内に限る。

※すべてのラウンド・表彰式で同じ

ピックアップ、ラウンド１（予選）、ラウンド２（決
勝）、表彰式・・・・可

※ヒールの高さは１２７mm以下、靴底は１０mm以
下とする。（ミュールは不可）

ラウンド１（予選）・・・・予選進出者Ｌウォーキン
グ、クォーターターンで順位づけ

ラウンド１（予選）＆ラウンド２（決勝）＆表彰
式・・・可

センスが良く危険性がないもの。

表彰式・・・・カラービキニ（ラウンド２・決勝と同
じもの）

表彰式・・・・カラービキニ、但し、決勝と同じも
のに限る。

※カラービキニは２枚まで使用できるが、コス
チュームチェックを通過したものに限る。臀部は１
/２以上が布で覆われていて鼠蹊部のカットは直
線であること。

ピックアップ・・・・黒パンプス（クローズタイプの
黒革で、エナメル・布製は不可）

ピックアップ、ラウンド１（予選）、ラウンド２（決
勝）・・・・サンダル

ラウンド１（予選）＆ラウンド２（決勝）＆表彰
式・・・・サンダル

ヒールの高さは１２７mm以下、靴底は１０mm以
下とする。（ミュールは不可）

ピックアップ・・・・黒ビキニ（出場選手が１２名以
内の場合は行わない）

ピックアップ・・・・カラービキニ（出場選手が１２
名以内の場合は行わない）
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改正前 改正後

選手権大会実施規程の新旧対比表

Ⅲ Ⅲ

【追加】

(3) ミスフィットネス (3) ミスフィットネス

① コスチューム ① コスチューム

Ⅰ ラウンド１（パフォーマンス）・・・・自由 Ⅰ ピックアップ・・・・カラービキニ

Ⅱ Ⅱ ラウンド１（予選）パフォーマンス・・・・自由

Ⅲ Ⅲ  ラウンド２（決勝）＆表彰式・・・・ カラービキニ

Ⅳ シースルー的なイメージの布地は不可。 Ⅳ

【追加】 ※シースルー的なイメージの布地は不可

② 履物 ② 履物

Ⅰ ラウンド１（パフォーマンス）・・・・自由 Ⅰ ピックアップ・・・・ハイヒール（デザインは自由）

Ⅱ Ⅱ ラウンド１（予選）パフォーマンス・・・・・・自由

【追加】 Ⅲ

【追加】

⑤ ラウンド ⑤ ラウンド

Ⅰ Ⅰ ピックアップ・・・・１２名以上の場合のみ行う

Ⅱ Ⅱ

Ⅲ Ⅲ

【追加】

(4) メンズフィットネス (4) メンズフィットネス

① コスチューム ① コスチューム

Ⅰ ラウンド１（パフォーマンス）・・・・自由 Ⅰ ピックアップ・・・・トランクス型で黒色・無地の
ショートスパッツ

※予選の審査点で決勝進出者６名を決定し、最
終順位は決勝の審査点のみで決定する。

ラウンド２（予選）＆決勝ラウンド＆表彰式・・・・
カラービキニ

ラウンド１・・・・90秒以内のフリーパフォーマン
スで順位付

ラウンド２（予選）・・・Lウォーキング、クォーター
ターンで順位付　オールジャパンは６名以内、
ジャパンオープンは１２名以内の場合このラウ
ンドは行わない

決勝ラウンド・・・・Lウォーキング、クォーター
ターンで決勝進出者の順位付

ラウンド２（決勝）・・・・Ｌウォーキング、クォー
ターターンで決勝進出者６名の順位づけ

ラウンド２（決勝）・・・カラービキニ
　　　　　　　　　　臀部は1/2以上が布で覆われ
　　　　　　　　　　ていて鼠蹊部のカットは直線で
　　　　　　　　　　あること。

ラウンド１（予選）・・・・予選進出者を９０秒以内
のフリーパフォーマンスで順位付

ラウンド２（決勝）・・・・予選進出者をＬウォーキ
ング、クォーターターンで順位付

※最終順位はラウンド１とラウンド２の合計審査点
で決定する。

臀部は1/2以上が布で覆われていて鼠蹊部の
カットは直線であること。

ラウンド２（決勝）＆表彰式・・・・ハイヒール（デ
ザインは自由）

ラウンド２（予選）＆決勝ラウンド＆表彰式・・・
ハイヒール（デザイン自由）　ヒールの高さは
127mm以下、靴底は10mm以下とする。（ミュー
ルは不可）

カラービキニは２枚まで使用できるが、コス
チュームチェックを通過したものに限る。

※ヒールの高さは１２７mm以下、靴底は１０mm以
下とする。（ミュールは不可）

（同じものに限る）

4 ページ



改正前 改正後

選手権大会実施規程の新旧対比表

Ⅱ Ⅱ

【追加】 ※シースルー的なイメージの布地は不可。

② 履物 ② 履物

Ⅲ Ⅲ ラウンド２（決勝）＆表彰式 ・・・・裸足

⑤ ラウンド ⑤ ラウンド

Ⅰ Ⅰ ピックアップ・・・・１２名以上の場合のみ行う

Ⅱ Ⅱ

Ⅲ Ⅲ

(5) フィットネスビキニ (5) フィットネスビキニ

① コスチューム ① コスチューム

Ⅳ シースルー的なイメージの布地は不可。 Ⅳ

【追加】 Ⅴ

【追加】 ※シースルー的なイメージの布地は不可。

⑤ ラウンド ⑤ ラウンド

Ⅲ Ⅲ

【追加】

(6) メンズフィジーク（すべてのラウンド・表彰式で同じ） (6) メンズフィジーク

① コスチューム ① コスチューム

Ⅰ ボートショーツ Ⅰ

⑤ ラウンド ⑤ ラウンド

Ⅱ Ⅱ

Ⅲ Ⅲ

【追加】

(7) 健康美 (7) 健康美

③ アクセサリー ③ アクセサリー

【追加】 ※センスが良く危険性がないもの。

ラウンド２（決勝）・・Lウォーキング→Tウォーキ
ング・クォーターターン→スリーステップ

ラウンド１（予選）・・・・・・・予選進出者９０秒以
内のフリーパフォーマンスで順位付

ラウンド２（決勝）・・・・・・・ 予選進出者Ｌウォー
キング、クォーターターンで順位付

※最終順位はラウンド１とラウンド２の合計審査点
で決定する。

ラウンド２（決勝）・・決勝進出者６名Ｌウォーキ
ング→Ｔウォーキング・クォーターターン→ス
リーステップフォワードで順位付

決勝ラウンド・・・・Lウォーキング、クォーター
ターン

※予選の審査点で決勝進出者６名を決定し、最
終順位は決勝の審査点のみで決定する。

ピックアップ、ラウンド１、ラウンド２、表彰
式・・・・すべて同一のボードショーツ

ラウンド１（予選）・・・・・予選進出者Lウォーキ
ング・クォーターターンで順位付

ラウンド２（決勝）・・・・・決勝進出者６名Lウォー
キング・クォーターターンで順位付け

ラウンド２（決勝）・・・・Lウォーキング・クォー
ターターン（上位６名順位付）

ラウンド１（予選）・・・・Lウォーキング・クォー
ターターン（１２名順位付）

ラウンド２（決勝）＆表彰式・・・・トランクス型で
黒色・無地のショートスパッツ

ラウンド２（予選）・・・・Lウォーキング、クォー
ターターン　オールジャパンは６名以内、ジャパ
ンオープンは１２名以内の場合このラウンドは
行わない

ラウンド１・・・・９０秒以内のフリーパフォーマン
ス

ラウンド２（予選）＆決勝ラウンド＆表彰式・・・ト
ランクス型で黒色・無地のショートスパッツ

ラウンド２（予選）＆決勝ラウンド＆表彰式・・・
裸足

カラービキニは２枚まで使用できるが、コス
チュームチェックを通過したものに限る。

ラウンド２（決勝）と表彰式は同じものに限る

※予選の審査点で決勝進出者６名を決定し、最
終順位は決勝の審査点のみで決定する。
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改正前 改正後

選手権大会実施規程の新旧対比表

【追加】 5.

【追加】 (1)

【追加】 (2)

【追加】 (3)

第１５条　【装飾品】 第１５条　【装飾品】

1. 1.

2. 【削除】

第２３条　【審査種目・順位付数・入賞数・表彰人数】 第２３条　【審査種目・順位付数・入賞数・表彰人数】

(2) ジャパンオープンボディビル・フィットネス選手権大会 (2) ジャパンオープン選手権大会

(4) (4)

① ①

② ②

④ ④

(7) (7)

① ①

② ラウンド２（予選）・・・・予選出場者全員順位付 ②

③ 決勝ラウンド・・・６名順位付 ③

(8) (8)

① ①

(10) (10)

③ ラウンドⅡ（決勝）・・・・上位６名順位付 ③ ラウンドⅡ（決勝）・・・・決勝進出６名順位付

ラウンド１・・・・予選出場者全員パフォーマンス
で順位付

ピックアップ・・・・１２名の選出（１クラス１２名以
上の場合）

ピックアップ・・・・１５名以上は１２名選出、１４
名以下は１０名選出

日本マスターズ男子ボディビル・女子フィジーク選手
権大会

コスチュームやアクセサリーのチェックが難しい場合
は、審査委員長もしくは大会実行委員長の判定を仰
がなければならない。

オールジャパン・メンズフィジーク選手権大会/オール
ジャパン・フィットネスビキニ選手権大会

オールジャパン・メンズフィジーク選手権大会/オール
ジャパン・フィットネスビキニ選手権大会

オールジャパン・ミス／メンズフィットネス選手権大会
（ブロック・地方選手権を含む：オーバーオール）

オールジャパン・ミス／メンズフィットネス選手権大会
（ブロック・地方選手権を含む：オーバーオール）

コスチュームやアクセサリーの修正が必要な場合
は、競技開始前までに修正を済ませなければならな
い。

予選審査・・・・予選出場者の順位付（7位～12
位を決定し、開会式終了時に賞状を授与）

表 彰・・・・各クラス１位～６位／５０才以上級
オーバーオール優勝１名

予選審査・・・・１５名以上は１２名順位付、入賞
６名（7位～12位を決定し賞状を授与）

表彰・・・・各クラス１位～６位／４０才以上級
オーバーオール優勝１名

ピックアップ・・・・１２名選出（１２名以上出場の
場合のみ黒ビキニ・黒パンプスで行う）

ピックアップ・・・・１２名選出（１２名以上出場の
場合のみビキニ・ハイヒールで行う）

ラウンド１（予選）・・・・予選出場者全員パ
フォーマンスで順位付

ラウンド２（決勝）・・・・予選出場者全員クォー
ターターンで順位付

オールジャパン・ミスボディフィットネス選手権大会
（ブロック・地方選手権を含む）

オールジャパン・ミスボディフィットネス選手権大会
（ブロック・地方選手権を含む）

コスチュームやアクセサリーまた、ポージングの規程
違反が判明した場合は、ジャッジズミーティングを
行ったうえ退場処分や順位の修正もあり得るものと
する。

選手は、履物・腕時計・指輪（結婚指輪は可）・腕輪・
ペンダント・イヤリング・メガネ・髪飾り（リボン・紐を含
む）等や外観上の美観を助けるものを身に付けては
ならない。

男子選手は、履物・腕時計・指輪（結婚指輪は可）・
腕輪・ペンダント・イヤリング・メガネ・髪飾り（リボン・
紐を含む）等や外観上の美観を助けるものを身に付
けてはならない。

オールジャパン・ミスボディフィットネス選手権／オー
ルジャパン・ミスフィットネス選手権／オールジャパ
ン・フィットネスビキニのラウンドⅡ、及びミス２１健康
美大会のピックアップⅡ以降は下記の装飾品を可能
とする。

ピックアップ・・・・・・・・１２名選出（１クラス１２名
以上出場の場合）

日本マスターズ選手権大会

　男子ボディビル／女子フィジーク
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改正前 改正後

選手権大会実施規程の新旧対比表

第２５条　【予選審査方法】 第２５条　【予選審査方法】

予選審査の方法は次のとおりとする。

第２６条　【決勝審査方法】 第２６条　【決勝審査方法】

決勝審査の方法は次のとおりとする。

第３０条　【同点の順位決定方法】 第３０条　【同点の順位決定方法】

(2) 予選審査の順位確定 (2)

(3) 最終順位の確定 (3) 最終順位の確定

【追加】

予選審査と決勝審査の合計点が同点の場合は、決
勝審査で上位の選手を最終順位の上位とする。 国
際選手権準拠方式は、決勝審査の規定ポーズとフ
リーポーズの合計で順位 を決定するが、同点の場
合は、フリーポーズの上位の選手を最終順位の上位
とする。

フィットネス、ボディフィットネスの予選審査は、ラウン
ド１とラウンド２の合計で順位を決定するが、同点の
場合は、ラウンド２の上位の選手を上位とし決勝審
査に進出する。

予選審査は、ラウンド１とラウンド２の合計で順位を
決定するが、同点の場合は、ラウンド１の上位の選
手を上位とする。

※国際選手権準拠方式（日本クラス別、オールジャ
パン・ミスボディフィットネス・メンズフィジーク・フィット
ネスビキニ選手権大会）の最終順位は、決勝の審査
点のみで決定する。

男子ボディビル・女子フィジーク選手権大会の予選
審査の方法は次のとおりとする。

男子ボディビル・女子フィジーク・ミックスドペア選手
権大会の決勝審査の方法は次のとおりとする。

国際選手権準拠方式（日本クラス別選手権）は、決
勝審査の規定ポーズとフリーポーズの合計で順位を
決定するが、同点の場合は、フリーポーズの上位の
選手を最終順位の上位とする。

ミス／メンズフィットネスの順位確定
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